
 

 

 

 

                                                  

 
 

 

    

 

 
 

 

  

 

   

   

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和５年９月１９日 No.６７０ 作成者 荒木俊光 

 

管内で本年はじめての米検査 

～旧大原支店で契約外米～ 

)) ―ＴＡＣ information―  

9 月 14 日に、ＪＡ管内で今年度初めての

米検査が旧大原支店で行われました。平均

気温が 27℃以上になると高温障害の白未熟

粒が発生すると言われています。今年は、京

都市の 8 月の平均気温が 30.3℃（観測史上

2位）を記録し、大原地域は比較的夜間涼し

い気候ですが高温障害の被害が懸念されて

いました。検査結果は、粒張りはまずまずで

したが背白粒、乳白粒などの高温障害の被

害粒が見られました。検査に出された品種

はコシヒカリ、キヌヒカリ総数 70 袋で、２

等および３等でした。これらの米は、主に農

産物直売所「里の駅大原」で販売されます。 

 9 月 1３日、京都乙訓農業改良普及センター、ＪＡ京都中央の担

当者により水稲種もみ採種圃の第１回ほ場検査が行われました。品

種はヒノヒカリで、移植後は曇雨天のため生育がやや遅れていたも

のの、その後の高温により、茎数も確保でき、穂の状況も問題がな

く、全体として良好な状況でした。 

 今後、ほ場管理に注意を払い、良種子の確保に努めていきたいと

思います。 

 

検査を行うＪＡ担当職員  

本年８月～京都市の平均気温 

開花後30日近くまで粒張りが充実するので、

早く落水しない 



 

       
  

１６～１８日のイベントは終了しております。 


